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Ⅵ 成果と課題 

 １ 成果 

○ 児童生徒を対象にした「情報モラル教育に関する実態調査」を実施し、児童生徒の情報

モラルの実態を把握することができた。 

○ 「ＧＩＧＡワークブックみやざき」を活用した検証授業を実施し、活用することのよさ

や効果を確認することができた。 

○ 児童生徒を対象にした「算数・数学科の授業に関する実態調査」を実施し、児童生徒の

学び方に関する実態を把握することができた。 

○ 「予習型授業」の検証授業を実施し、取り組むことによる効果や児童生徒の反応を実際

に把握することができた。 

 

２ 課題 

● 情報モラル教育を発達の段階に応じた系統的な指導を行っていくための計画を、各学校

の実情に合わせて作成していく必要がある。 

● 「ＧＩＧＡワークブックみやざき」の中で、今回の検証授業で使用した教材以外の教材

の活用を進め、その有効性や効果的な活用方法について検証していく必要がある。 

● 「予習型授業」においては、児童生徒の家庭における学習の習慣化や予習内容の改善等、

さらに研究を進めていく必要がある。 
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